
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































蟹沢　聡史 助教授 東北大学教養部 51～53
南極大陸の地球化学的研? 中井　信之 助教授 名古屋大学理学部 50～52地球化　学 ドライバレー地域の地球




物試料中の環境汚染物質に関する研究 狐塚　　寛教授 富山大学薬学部 51～52
極雌醐の略　｝佐⊇撒授・本大鯉工学∋・・－53
寒地工　学 南極における風力発電に
関する研究 粟野　誠一 教　授 日本大学理工学部 51～52
南極におけるエーロゾル
及び微量気体成分の研究 斉藤博英 研　究部　長 気象研究所 50～53極　地
観　測 昭和基地周辺の生物圏を
中心とする環境科学的研朝比奈一男












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Sio2 64．32 50．67 47．39 46．31 45．99
Tio2 0．62 1．13 1．84 1．52 3．58
A1203 16．89 13．86 18．16 18．78 12．97
Fe203 1．47 6．27 3．49 5．80 6．01
FeO 1．40 7．72 7．47 6．77 11．05
MnO 0．04 0．22 0．13 0．17 0．21
MgO 1．63 5．93 5．12 6．88 5．15
CaO 2．92 ，10．13 8．67 7．99 9．29
Na20 3．97 2．47 3．77 3．26 2．53
K20 5．69 0．98 1．82 1．40 1．36
H20＋ 0．71 0．81 1．45 0．77 1．65
H20一 0．08 0．05 0．18 0．16 0．07
P205 0．18 0．01 〈0．01 0．04 0．02


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































51年1月豪雪の調査 前　晋爾 1躰雪氷学会 51．11
クンブ氷河の厚さの変動に
ついて 〃 〃 〃
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































教授星合孝男 極地研究について 51．11．5三島北高等学校 学　生 同高等学校
教星馨親』の人と生きもの1・・・・…1筑波大学　学生　｝同大学







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































気　象 ○南極におけるエーロゾル及び微量気体成　分の研究 後藤　良三 斉藤博英
雪氷 ○エンダービーランド地域の雪氷学的研究 若土　正暁西尾文彦 楠　　　宏
生物 ○人為汚染のバックグラウンドとしての露　岩地域の生態系の研究 村上　雅健 鈴木　兵二
医学ゆ鯛・おける「・・」の競汚染　｛枇雌陣比奈一男



































































































































































































































































































































































































































? 分lS－・6・」・型 S－210JA型 S－310JA型
全　　　　長
外　　　　径
全　　重　　量
推進薬重量
搭載計器重量
頭胴部全重量
3890mm
160mm
約113kg
約　64㎏
約　5㎏
約　20㎏
5270mm
210mm
約260㎏
約154㎏
約　20㎏
約　40㎏
7077mm
310mm
約720㎏
約470㎏
約　40㎏
約　80㎏
（3）　みずほ観測拠点
昭和基地より約300kmの内陸にあるこの拠点は，第11次（45年）にコルゲート棟を設
置したのを初めとして年々拡充され現在に至っている．
　主な施設は2基の発電機（12，16KVA，観測居住に用いる2棟のプレ・・ブ棟等であ
り，第18次ではここで超高層，雪氷関係の越冬観測を行っている．
みずほ観測拠点へのルートと位置
（70°42’53”S，44°19’54”瓦高度約2，200m）
昭和基地より約300km
69’S　　　　昭和基地S16～　　　　　　　S70
　　　H
S122?，??
7ぴS
71°S
72°S
　●㊨冗
　，、　　◆
フBき・
　AO2
、」やまと111脈
K。?
　Z
X　　　みず｛
　　　拠点
S187
S240
　　45°E
A A95
35°E　　　　　　40°E
みずほ観測
3．マクマード・サウンド地域の地球科学的研究
神沼克伊　国立極地研究所助教授
　　　　昭和52年11月1日～12月23日
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　矢内桂三　国立極地研究所助手
　　　　　昭和52年11月1日～昭和52年1月28日
　日本隊によりマクマード基地の地学研究棟の使用が開姶されたので，11月初旬は研究棟
の室内整備に費やされた．日本隊搬入のコピーの機器もこの時設置した．11月中旬から下
旬にかけ，微小地震観測とロス島，ドライバレー地域の地質概査を行った．
　12月1日から10日まで，永田所長がマクマード基地を訪問され，二人も行動をともにし
た．
　12月中旬から1月中旬まで，矢内助手はアメリヵ・ピヅツバーグ大学のキャスディ助教
授，シカゴ自然歴史博物館のオルセン博士とともに領石探査を行った、これは，くe日米限
石探査計画（ANSME）”と名づけた共同観測である．ドライバレー地域の西側，南極横
断山脈のボルダー山，アレン山付近で，合計11個，総重量460㎏の限石を発見する成果を
おさめた．
4．交換科学者
　交換科学者の制度は，南極地域を科学的調査その他の平和的目的のための利用のみ限定
すること，科学的調査についての国際協力を促進すること等を基本的目的として制定され
た南極条約に規定された制度である．南極地域における科学的調査についての国際協力を
促進する方途の一つとして，同条約の第3条第1項（b）に「南極地域において探検及び基地
の間で科学要員を交換すること．」が規定されている．この規定に基づき，各国は外国の
観測隊（基地）に自国の科学者を派遣している．
　昭和51年度には次の科学者の派遣・受け入れが行なわれた。
　○派遣 ????所
遣
?? ? 佐藤夏雄（国立極地研究所助手）
南極フラソス基地（ポートフランセ基地：ケルゲレソ島）
南極フランス基地における超高層物理学の研究
昭和51年1月2日～昭和51年2月23日
○昭和基地での受入
　　氏名・所属　　Dr．　Stanislas　Wartel（Royal　Belgian　Institute　of　Natural　Sciences）
　　目　　的　　南極における地質の研究
　　期　　　間　　昭和51年12月16日～昭和52年3月13日
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V　図書・刊行物
1．図書室の概要
　当研究所図書室の昭和52年3月の蔵書数は4，814冊（洋書3，422冊，和書1，392冊），受入
雑誌のタイトル数は787種（洋雑誌677種類，和雑i誌110種類）である．特色として，南極
・北極関係の単行本，雑誌，レポート類があげられる．その中には山岳・極地研究家の吉
沢一郎氏旧所蔵の吉沢文庫（63冊），松方三郎氏を通じてこ寄贈いただいた松尾氏旧所蔵
の松尾文庫（14冊），および立見辰雄氏旧所蔵の立見文庫（当図書室26冊，昭和基地25冊）
が含まれる．Antarctic　Bibliography，　Arctic　Bibhography，　Library　Catalogue　of　the
Scott　Polar　Research　Instituteなどの極地関係の書誌類もかなり揃っている．そのほか
南極観測関連分野の超高層物理，地球物理，固態地球物理，雪氷，地理，地学，海洋，生
理生態，寒冷生物，医学，寒地工学，データ解析などの単行本，雑誌，レポート類が多数
ある．また将来の大学院学生受入れにそなえ，昭和50年度より，数学，物理，化学，地
学，生物，工学などの基本図書の充実を目指して図書の収集にあたっている．
　単行本及び別刷は，イギリスのスコット極地研究所が，国際十進分類法を極地関係図書
館用に再編成したUniversa1　Decimal　Classification　for　Use　in　Polar　Lib士ariesを主
に，国際十進分類法（UDC）中間版分類表（日本ドクメンテーション協会発行）を併用
して分類している．雑誌については南極・北極関係のものは最も伎いやすい場所にまと
め，その他のものは誌名のアルファベット順に配列している．
　受入雑誌のうち，購入の74種をのぞく715種は，国内及び諸外国の大学・研究機関との
交換・寄贈によるものである．
　当研究所の出版物として，南極資料（年3回），Memoirs　of　National　Institute　of
Polar　Research，　Series　A，　B，　C，　D，　E，　F，　Special　Issue（不定期），　JARE　Data　Reports
（不定期），Antarctic　Geological　Map　Series（年2回）があるが，図書室がこれらの出
版にあたっている．当図書室はこれらの出版物を，寄贈及び交換誌として国内及び諸外国
の大学，研究機関等数百か所に送っている．
　現在のところ図書室を利用できるのは，当研究所教職員，客員教官，関係委員，共同研
究員及び観測隊員に限られているが，外部の極地研究者なども，図書室長の許可により利
用することができる．
　図書室として発足してからまだ歴史も浅く，図書資料も十分とはいえないが，今後も南
極・北極探検記録のバックナンバーや古書をはじめ，各国観測隊のレポート，その他関連
分野の単行本・雑誌の収集に努力していきたい．
　当図書室蔵書のうち，単行本は約15％，雑誌は約90％が寄贈・交換によるものである．
寄贈して下さった方々に深く感謝するとともに，今後も当図書室の図書資料の充実に変ら
ぬご協力をお願いしたい．
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2．刊行物
く昭和51年度〉
南極資料　　56号　　1976年7月
　　　〃　　57号　1976年12月
　　　〃　　58号　1977年3月
Memoirs　of　National　Institute　of　Polar　Research
　　Series　A（Aeromony），　No．14：Spatial　distribution　of　auroral　zone　X・rays　viewed
　　　from　rocket　altitutdes，　by　M．　Koda皿a　and　T．　Oguti．　July　1976．
　　Series　C（Earth　Sciences），　No．10：Magnetic　characterisitics　of　some　Yamato　me．
　　　　teorites．　December　1976．
　　Series　C　（Earth　Sciences），　No．11：Geology　of　the　Skallen　region，　LUtzow．
　　　Holmbukta，　East　Antarctica，　by　M．　Yoshida．　Maτch　1976．
　　Series　F（Logistics），　No．2：Wind　electric　generator　NU－101　driven　by　axial
　　　flow　air，turbine　with　stator，　by　S．　Awano，　M．　Murayama　and　T．　Takeuchi．
　　　　July　1976．
　　Special　Issue，　No．6：Proceedings　of　IAGA　Meeting　on　Unmanned　Observatories
　　　　in　Antarctica，　ed．　by　T．　Nagata．　August　1976．
JARE　Data　Reports
　　No．35（lonosphere）：Riometer　records　of　30　MHz　cosmic　noise　at　Syowa　Sta．
　　　　tion，　Antarctica　in　1975．　November　1976．
　　No．36（Glaciology）：Glaciologica1エesearch　program　in　Mizuho　Plateau－West
　　　　Enderby　Land，　East　Antarctica，　Part　4，1974－1975．　March　1977．
　　No．37（Ionosphere）：Records　of　radio　aurora　at　Syowa　Station，　Antarctica　in
　　　　1975．March　1977．
　　No．38（Seismology）：Seismological　buUetin　of　Syowa　Station，　Antarctica　1975．
　　　　March　1977．
Antarctic　Geological　Map　Series
　　Sheet　6　and　7：Skarvsnes．　March　1977．
　　Sheet　101Padda　Island．　March　1977．
極地研ニュース 11号
12号
13号
14号
15号
16号
17号
1976年4月
1976年6月
1976年8月
1976年10月
1976年12月
1977年1月（南極観測20周年特集号）
1977年2月
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W　そ　の　他
1．諸会議
（1）　評議員会議
研究所の事業計画その他の管理運営に関する重要事項について，所長に助言する
浅沼　　強
大沢　清輝
岡野　　澄
加藤陸奥雄
（副議長）
懸田　克躬
茅　　誠司
（議　長）
黒岩　大助
寺沢　一雄
東京大学宇宙航空研究所長
東京大学東京天文台長
東北大学長
順天堂大学長
東京大学名誉教授
北海道大学低温科学研究所
長
大阪大学名誉教授
富山　哲夫
浜口　　博
福田　　繁
藤井　　隆
前田　憲一
山本　義一
渡辺　武男
東京水産大学名誉教授
日本分析センター理事長
国立科学博物館長
科学技術会議議員
京都産業大学理学部教授
宮城教育大学長
秋田大学長
　（任期　50．9．29～52．9．28）
第5回評議員会議　昭和51年5月31日
議　題
　1．昭和52年度概算要求の基本方針にっいて
　2．国立極地研究所教官の停年について
　3．国立極地研究所組織第2次整備計画について
（2）運営協議員会議
極地観測の実施その他の研究所の運営に関する重要事項で所長が必要と認めるものにつ
いて，所長の諮問に応じる．
浅田　　敏
朝比奈一男
（副議長）
粟野　誠一
安藤　久次
礒野　謙治
小口　　高
東京大学理学部教授
中京大学体育学部教授
日本大学理工学部教授
広島大学理学部助教授
名古屋大学水圏科学研究所
長
東京大学理学部附属地球物
理研究施設教授
河原　猛夫
木村　磐根
小泉　光恵
佐藤　稔雄
諏訪　兼位
鈴木慎次郎
日本短波放送開発事業セン
ター専務取締役
京都大学工学部教授
大阪大学産業科学研究所教
授
日本大学理工学部教授
名古屋大学理学部助教授
国立栄養研究所栄養生理部
長
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瀬川　貞雄
東　　　晃
森　大吉郎
吉田　栄夫
村山　雅美
運輸省航空大学校長
北海道大学工学部教授
東京大学宇宙航空研究所教
授
広島大学文学部教授
国立極地研究所次長
楠　　　宏
松田　達郎
水村　博昭
大平嘉一郎
国立極地研究所研究主幹
国立極地研究所資料主幹
国立極地研究所管理部長
国立極地研究所事業部長
　（任期　50．9．29～52．9．28）
第8回運営協議員会議　昭和51年5月21日
議　題????
第9回運営協議員会議
議　題
　1．第18次南極地域観測隊の行動計画について
　2．第19次南極地域観測隊隊長・副隊長について
第10回運営協議員会議　昭和52年3月15日
議　題
　1．国立極地研究所教官（客員教官）人事について
　2．第19次南極地域観測隊の編成及び実施計画について
（3）　専門委員会
　所長の諮問に応じ，運営協議員会議から求められた極地観測事業の実施に関する専門事
項にっいて，調査審議を行う．
　一　宙空専門委員会
　二　地学専門委員会
　三　生物・医学専門委員会
　四　定常観測専門委員会
　五国際共同観測専門委員会
　六設営専門委員会
（4）　南極地名委員会
　研究所が作成する南極の地名について，所長に助言する．
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国立極地研究所教官人事について
第18次南極地域観測隊の編成及び実施計画について
国際共同観測等にっいて
第19次南極地域観測隊の編成案について
昭和52年度概算要求の基本方針について
昭和51年度共同研究員について
南極観測将来問題について
　　　　　　　　昭和51年11月15日
（5）　編集委員会
　所長の諮問に応じ，極地観測の成果その他の研究成果等の編集にっいて，調査審議を行
う．
（6）　極地観測隊員健康判定委員会
　所長の諮問に応じ，極地において極地観測及びこれに附随する業務に従事する老及びそ
の候補老等の健康に関する事項について，調査審議を行う．
（7）　極地観測記録映画作成委員会
　所長の求めに応じ，極地観測に関する記録映画の作成について助言を行う．
2．職員の受賞
　賞　　　名　学術賞（日本雪氷学会賞）
　論文名氷の基礎的研究
　受　賞　者　前　晋爾助教授
　受賞年月日　昭和51年11月2B
3．職員の海外出張
所　長　　永　田　　　武
　　51．6．2～6．21　アメリカ合衆国
　　太陽地球間物理学連合総会出席ほか
次　長　　村　山　雅　美
　　51．6．26～7．21　フランス
　　第9回南極条約協議会議特別準備会議出席
教　授　　楠　　　　　宏
　　51．7．20～7．31　ソビエト連邦
（日本学術会議ほか）
（国際研究集会）
　　極地地理学シンポジウム及び第23回国際地理学会出席
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（研究所）
教　授　　星　合　孝　男
　　51、8、15～8、28　アメリカ合衆国
　　南大洋生物資源専門家会議出席　　　　　　　　（研究所）
次　長　　村　山　雅　美
　　51．10．8～10．26　アルゼンチン
　　第14回南極研究科学委員会設営作業委員会出席　　（研究所ほか）
教　授　　吉　田　栄　夫
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　　51．10．16～10．26　アルゼンチン
　　第14回南極研究科学委員会総会出席ほか　　　　（国際研究集会）
所　長　　永　田　　　武
　　51．10．16～11．10　アルゼンチン
　　第14回南極研究科学委員会総会出席ほか　　　　（日本学術会議ほか）
助教授　　神　沼　克　伊
　　51．10．29～12．25南極マクマード・サウンド地域
　　南極マクマード・サウンド地域における観測・調査
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（南極本部）
助　手　　矢　内　桂　三
　　51．10．29～52．2．10南極マクマード・サウンド地域
　　南極マクマード・サウンド地域における観測・調査
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（南極本部）
助教授　　平　沢　威　男
　　51．11．1～12．31　ノルゥェー
　　共役点観測　　　　　　　　　　　　　　　　　　（在外研究員）
助　手　　佐　藤　夏　雄
　　51．11．1～52．2．23　ノルウェー，フランス，南極地域
　　共役点観測及びフランス基地の観測業務の実態調査
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（研究所，南極本部）
助　手　　　福　地　光　男
業務係長　中村浩二
　　51．11．25～52．　4．20
　　第18次南極地域観測隊夏隊　　　　　　　　　　　（南極本部）
教授　　楠　　　　宏
助手　鮎川　勝
助　手　　森脇　喜　一
助　手　　寺　井　　　啓
助　手　　藤　井　理　行
　　51．11．25～53．　3．20
　　第18次南極地域観測隊越冬隊　　　　　　　　　　（南極本部）
所　長　　永　田　　　武
　　51．11．29～12．12南極地域
　　米国マクマード基地視察ほか　　　　　　　　　（研究所ほか）
教授　　星　合　孝　男
　　52．3．11～3．20イギリス
　　第9回南極条約協議会議準備会議出席　　　　　　（国際研究集会）
庶務課長伊折利晃
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　　52．3．22～3．27　ニュージーランド
　　南極マクマード・サウンド地域三国共同観測に関する打合せほか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（南極本部）
（注）
1．南極地域観測隊隊員として南極地域へ派遣されることを前提として当研究所に採用
　された特殊職員の南極地域への派遣は，ここには記さなかった．これらの者は，W極
　地観測事業の1に記されている．
2．各項末尾に，当該出張に係る主たる費用負担老を（　）で記した．
3．併任教官については記さなかった．
4．職
?
　所
　次
〔研究
　研究主幹（教授，併）
　（地球物理学研究部門）
　助教授
　　〃
　助　手
　　〃
　　〃
長　　　　　　地球物理学
長（企画調整官，教授）設営工学
　系〕
気　象　学
極光物理学
磁気圏物理学
磁気圏物理学
磁気圏物理学
（超高層物理学研究部門）
教　授（併）　　　　超高層物理学
助教授（併）　　　　超高層物理学
　〃　（併）　　　　電離層物理学
（雪氷学研究部門）
教　授　　　　　　海氷物理学
助教授　　　　　　　雪氷物理学
助　手　　　　　　雪氷物理学
　〃　　　　　　　氷河気候学
（地学研究部門）
教　授　　　　　　　自然地理学
助教授　　　　　　地　震　学
助　手　　　　　　　自然地理学
（生理生態学研究部門）
教　授　　　　　　海洋生態学
助　手　　　　　　低温生理学
理博　　永　田　　　武
　　　　村　山　雅　美
理博　　楠 宏
??????口
沢
西
??
???
博
博
理
理
夫
征?
越??野分
瀬
???
博理
宏
爾
彦
行
　???　　
尾
井
????博
博
理
理
夫
伊
一
?????????
博理
理博　　星　合　孝　男
理博　　大　山　佳　邦
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　助　手　　　　　　海洋生態学
　（寒冷生物学研究部門）
　助教授（併）　　　　植物分類学
　（寒地工学研究部門）
　助教授（併）　　　低温工学
　助　手　　　　　　　極地設営工学
〔資料　系〕
　資料主幹（教授）　　陸上生態学
　（生物系資料部門）
　助　手　　　　　　植物分類学
　（非生物系資料部門）
　助　手　　　　　　　地　質　学
　　〃　　　　　　　岩石磁気学
　（データ解析資料部門）
　助手　　　電離層物理学
〔図書　室〕
　図書室長（教授，併）
〔事務　系〕
　管理部長
　庶務課長
　会計課長
　事業部長
　事業課長
　観測協力室長
〔附属観測施設〕
　昭和基地長（教授，併）
5庁
???所??
?
水産博　福地光男
理博　　安　藤　久　次
上　村
寺　井
晃?
理博　　松　田　達　郎
理博　　神　田　啓　史
理博　　矢　内　桂　三
　　　　船　木　　　實
岩　渕　美代子
理博　　松　田　達　郎
???????典????田折
森
平??
武
伊
大
大??
理博　　楠 宏
東京都板橋区加賀1丁目9番10号
5，947㎡
研究棟　　鉄筋コンクリート造地下1階地上4階建（延）5，796㎡
倉庫1　　鉄骨プレ・・ブ造2階建　　　　　　　　（延）　128㎡
倉庫皿　　鉄骨プレノ・ブ造2階建　　　　　　　　（延）　241㎡
その他附属建物　　　　　　　　　　　　　　　　（延）　　86㎡
　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6，251㎡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和52年3月31日現在）
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6経
?
　　昭和51年度予算額
国立学校特別会計
（項）研　究　所
　（項）国立学校
　（項）施設整備等
一 般会計
人　件　費
事業　費
各所修繕等
施設施工庁費等
（項）南極地域観測事業費
1，197，397，000円
　599，860，000円
　238，605，000円
　343，870，000円
　16，189，000円
　　1，196，000円
　597，537，000円
　597，537，000円
7．所務日誌
51．4．19
　　5．7
　　5．17
　　5．20
　　5．21
　　5．28
　　5．31
　　6．9
　　6．17
　　6．23
7．12～16
7．28～29
8．30
9．3～4地学専門委員会
　　9．27
　　9，28
　10．4
　10．29
　11．12
　11．15
　11．25
　12．23
52．1．27
　　1．29
第17次南極地域観測隊夏隊帰国
第5回編集委員会
極地観測隊員健康判定委員会
永田所長，星合助教授，皇居訪問
第8回運営協議員会議
定常観測専門委員会
第5回評議員会議
極地観測記録映画作成委員会
第1回南極鉱物資源特別委員会
第1回南極海洋生物資源特別委員会
　第18次南極地域観測隊員夏期総合訓練
　第1回南極地球化学シンポジゥム
昭和基地周辺の第四紀研究シンポジウム
第1回南極環境科学シンポジウム
第6回編集委員会
第2回南極海洋生物資源特別委員会
極地観測記録映画作成委員会
生物・医学専門委員会
第9回運営協議員会議
第18次南極地域観測隊出発
第7回編集委員会
第2回南極ロケットシンポジウム
南極20周年記念式典　研究棟落成式
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52．2，21　第5回地名委員会
　　2．22　　地学専門委員会
　　2．23～24　第2回やまと損石シンポジウム
　　2．25　生物・医学専門委員会
　　3．4　　定常観測専門委員会
　　3．9～13第19次南極地域観測隊隊員候補者冬期訓練
　　3．15　　第10回運営協議員会議
　　3．22　　第17次南極地域観測隊越冬隊帰国
? ?
○国立学校設置法（昭和24年法律第150号）抄
　　第3章の3　国立大学共同利用機関
　（国立大学共同利用機関）
　第9条の2　国立大学における学術研究の発展に資するための国立大学の共同利用の機
　関として，それぞれの目的たる研究等を行い，かつ、国立大学の教員その他の者で当該
　機関の目的たる研究と同一の研究に従事するものに利用させるため，次の表に掲げると
　おり，研究所等を置く．
国立大学共同利用機関の名称　　位
? ?
的
国立極地研究所 東　京　都 極地に関する科学の総合研究及び極地観測
2　前項の表に掲げる機関は，国立大学その他の大学の要請に応じ，当該大学の大学院に
　おける教育に協力することができる．
O国立極地研究所組織運営規則
　　　（昭和48年9月29日文部省令第23号）
　改正　昭和49年文部省令第9号
　改正　昭和50年文部省令第9号
　国立学校設置法（昭和24年法律第150号）第10条及び第13条の規定に基づき，国立極地
研究所組織運営規則を次のように定める．
　　　国立極地研究所組織運営規則
　（職員の種類）
第1条　国立極地研究所（以下「研究所」という．）に，次の職員を置く．
　一　所　長
　二　教　授
　三　助教授
　四　助　手
　五　事務職員
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　六　技術職員
2　所長は，所務を掌理する．
3　教授は，研究に従事し，及び国立大学その他の大学の大学院における教育に協力する
　ための学生の研究指導（第6条第4項において「研究指導」という．）を行う．
4　助教授は，教授の職務を助ける．
5　助手は，教授及び助教授の職務を助ける．
6　事務職員は，庶務，会計等の事務に従事する．
7　技術職員は，技術に関する職務に従事する．
　（企画調整官）
第2条　研究所に，企画調整官1人を置き，教授をもって充てる．
2　企画調整官は，所長の命を受け，研究所の事業計画その他の管理運営に関する重要事
　項について総括整理する．
　（内部組織）
第3条　研究所に，次の2部及び2系並びに図書室を置く．
　一　管理部
　二　事業部
　三　研究系
　四資料系
2　前項に掲げるもののほか，研究所に，観測施設を置く．
　（管理部）
第4条　管理部においては，庶務，会計及び施設等に関する事務を処理する．
2　管理部に，その所掌事務を分掌させるため，文部大臣が別に定めるところにより，課
　を置く．
3　管理部及び課に，それぞれ部長及び課長を置き，事務職員をもって充てる．
4　部長は，上司の命を受け，部の事務を掌理する．
5　課長は，上司の命を受け，課の事務を処理する．
　（事業部）
第5条　事業部においては，極地における観測その他の科学的研究調査（以下「極地観
　測」という．）に係る事業計画案の作成，極地観測隊の編成の準備その他極地観測に関す
　る協力を行う．
2　事業部に，その所掌事務を分掌させるため，文部大臣が別に定めるところにより，課
　及び室を置く．
3　事業部，課及び室に，それぞれ部長，課長及び室長を置き，事務職員又は技術職員を
　もって充てる．
4　部長は，上司の命を受け，部の事務を掌理する．
5　課長及び室長は，上司の命を受け，それぞれ課又は室の事務を処理する．
　（研究系）
第6条　研究系に，次の7研究部門を置く．
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　一　地球物理学研究部門
　二　超高層物理学研究部門
　三　雪氷学研究部門
　四　地学研究部門
　五　生理生態学研究部門
　六　寒冷生物学研究部門
　七　寒地工学研究部門
2　前項に掲げる研究部門のうち，超高層物理学研究部門，寒冷生物学研究部門及び寒地
　工学研究部門の教授及び助教授は，国立大学その他の関係のある機関の職員をもって充
　てる．
3　研究系に，研究主幹を置き，教授をもって充てる．
4　研究主幹は，上司の命を受け，研究系における研究及び研究指導に関し，総括し，及
　び調整する．
　（資料系）
第7条　資料系に，次の4資料部門を置く．
　一　生物系資料部門
　二　非生物系資料部門
　三　データ解析資料部門
　四　低温資料部門
2　資料系に，資料主幹を置き，教授をもって充てる．
3　資料主幹は，上司の命を受け，資料系における事務の処理に関し，総括し，及び調整
　する．
　（図書室）
第7条の2　図書室に室長を置き，教授又は助教授をもって充てる．
2　室長は，上司の命を受け，図書室の事務を掌理する．
　（観測施設）
第8条　観測施設は，極地観測のための施設とする．
2　観測施設の名称及び位置は，次の表に掲げるとおりとする．
? 称｝ 位
?
昭和基⇒繭大陸・イーン・モー・・…宗谷麟東オげル島
3　観測施設に，長を置き，教授又は助教授をもって充てる．
4　前項の長は，観測施設の事務を掌理する．
　（評議員）
第9条　研究所に，評議員15人以内を置く．
2　評議員は，研究所の事業計画その他の管理運営に関する重要事項について，所長に助
　言する．
3　評議員は，国立大学の学長その他の学識経験ある者のうちから，文部大臣が任命す
　102
　る．
4　評議員は，非常勤とする．
5　評議員の任期その他評議員に関し必要な事項は，別に文部大臣が定める．
　（運営協議員）
第10条　研究所に，運営協議員21人以内を置く．
2　運営協議員は，極地観測の実施その他の研究所の運営に関する重要事項で所長が必要
　と認めるものについて，所長の諮問に応じる．
3　運営協議員は，研究所の職員及び研究所の目的たる研究と同一の研究に従事する国立
　大学の教員その他の者のうちから，文部大臣が任命する．
4　運営協議員は，非常勤とする．
5　運営協議員の任期その他運営協議員に関し必要な事項は，別に文部大臣が定める．
　（客員教授等）
第11条　所長は，文部大臣の承認を受けて，国家公務員法（昭和22年法律第120号）第2
　条第7項に規定する勤務の契約により，外国人を研究に従事させることができる．
2　所長は，前項の規定により研究に従事する外国人で適当と認められる老に対しては，
　客員教授を称しめることができる．
3　前二項の規定の実施に関し必要な事項にっいては，別に文部大臣が定める．
　　　附　則
　この省令は，公布の日から施行する．
　　　附　則（昭和49年4月11日文部省令第9号）
　この省令は，公布の日から施行する．
　　　附則（昭和50年4月1日文部省令第9号）
　この省令は，公布の日から施行する．
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